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安全医工学（Safety & Medical Engineering）とは医学と工学を融合させる

ことで，人体に対して安全基準を確立する新しい学問です．我々の研究
室では，人体損傷評価を主として工学技術を活用し，医療・福祉の現場
と連携することで，人体の特性を解明し，新たな医療・福祉機器，安全・
評価技術，科学捜査手法などを開発することで，安全・安心な社会を実
現したいと考えています．

安全医工学とは?

転倒骨折リスク低減床材の開発および床材評価手法
の確立

シミュレーションを使用した人体の受傷評価

高齢ドライバの能力評価およびトレーニングに関する研究

CT画像から骨を読む：シミュレーションが導く最適な
手術支援

脊椎解析に基づく腰痛予防技術・機器の開発

ヒト皮膚特性定量評価手法の開発および応用 低侵襲で直進性の高いニードルの開発
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転倒を模擬した衝撃試験を実施し，人体の生体軟組織（筋肉・脂肪）
などを考慮し各種床材の安全性評価および安全な床材の開発を行う

ダミー皮膚
(筋肉・脂肪)

床材

落錘試験機

錐
(大腿骨)

転倒状況を再現

床材評価・開発

コスト安全性

機能性

高齢者の転倒

高齢ドライバの安全運転を長期間継続可能にするため，ドライビング
シミュレータや身体・脳機能検査などを使用し，運転能力の評価・改善が可能
なシステムの確立を目指している

皮膚の特性および
状態の数値化

転倒や交通事故などの受傷状況をシミュレーションを用いて構築する
→事象ごとの受傷リスクを評価

頭部や他部位と床の衝突を
模擬した落錘試験を行う

 試験とシミュレーションの結果
 が近づくように値を設定

→現実とシミュレーションでの
 衝突を近づける

交通事故時の受傷リスクの評価
→受傷の軽減に有効な保護具の開発

交通事故シミュレーション

転落時の受傷リスクの評価
→受傷状況から転落時の状況を推定

子どもの転落シミュレーション

脳機能検査シミュレータ検査

長期的な
安全運転を
サポート

身体機能検査

ざらざら

触診の限界
診断および

治療評価への応用

皮膚の特性および状態を数値化する定量評価技術を確立する．今後は，
皮膚疾患の診断および治療評価への応用を目指す

放射線治療の照射目印である金マーカーを目標位置に配置するため，人体
に優しい（低侵襲）かつ直進性の高い配置ニードルが必要

金マーカ

☆患者への負担が軽い
☆固くて曲がらない
☆医者が使いやすい

先端形状/材質の変更

穿刺実験

ステンレス鋼 タングステン

性能評価の実施

穿刺抵抗
曲がり量

操作評価

操作感
制御性

改良配置ニードル
ニードルを体内に
刺し，マーカーを
がん位置に配置

正常細胞
がん細胞

有限要素解析を用いて椎間板の負荷を評価し，腰痛の予防策を開発する

前屈した時に，椎間板に
かかる力をシミュレーション

コルセットなど予防機器
の力のかかり方を評価

最適に腰痛を予防する
技術・機器を開発
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New 

Methods
コルセット 矯正着

解析例

各挙動(前屈など)

を模擬した数値解析
安全性の評価

手術支援のための検討

FEM解析（有限要素法解析）
・数値解析による骨折リスク，損傷の評価が可能
・再現が難しい実験をシミュレーションによって実現

患者のCT画像から
モデルを作成

研究例
脊椎インプラント

再手術率高

研究室ゼミ
報告会の様子
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